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 背景：特発性間質性肺炎患者の運動耐容能は，予後を規定する因子であり，治療効果判定な
どにも用いられ，極めて重要な評価項目である．その運動耐容能に強く影響するのが，骨格筋で
あり呼吸筋力である．特発性間質性肺炎患者の呼吸筋力が低下することは着目されているが，ト
レーニング効果を検討した報告は無い．2011 年のガイドラインでは，特発性間質性肺炎の
治療は，強く勧告できる有効な薬物療法が無いとしている．そのガイドラインで勧めて
いる治療は，呼吸リハビリテーションと酸素療法のみである．しかし，呼吸リハビリテー
ションの内容を詳細に検討した報告は少なく，特発性間質性肺炎患者の状態に合わせ
た，より詳細なトレーニング方法を検討する必要がある．特発性間質性肺炎患者の低下
した呼吸筋力を向上させることで，運動耐容能や呼吸困難感を改善させることが出来れば，特発
性間質性肺炎患者の呼吸リハビリテーションの発展につながる． 
目的：本研究では，10 週間の器具を用いた呼吸筋トレーニングと持久力トレーニングの
併用が特発性間質性肺炎患者の呼吸筋力と運動耐容能，呼吸困難感，健康関連 QOL を改
善させるかを検討する． 
対象と方法：1.対象 対象は特発性間質性肺炎患者 22 例であった．特発性間質性肺炎
患者は，日本呼吸器学会作成の「特発性間質性肺炎診断と治療の手引き」に基づいて診
断された患者とする．公立陶生病院の医師による診断，医学的管理を行った．  
2.方法 a.研究方法  公立陶生病院中央リハビリテーション部において，特発性間質性肺炎患者
に対して，10 週間，器具を用いた呼吸筋トレーニングと持久力トレーニングを実施し，
介入前後で効果を比較した． 
b.介入内容  実施期間と頻度は 10 週間，週 2 回の計 20 回とした．呼吸筋トレーニング
は器具を使用し，吸気筋力の 30%を負荷量として，15 分間を実施する．高強度持久力ト
レーニングの内容は，開始前に実施した心肺運動負荷試験で得られる peak Watt の 80%
負荷量を運動強度とした．自転車エルゴメータを使用し，目標運動時間は 20 分間とし
た．他の運動療法の内容としては，上下肢の筋力トレーニングを実施する．時間は 30
分間実施した． 
c.検査 検査項目は心肺運動負荷試験， 6 分間歩行テスト，膝伸展筋力，握力，呼気筋
力，吸気筋力，健康関連 QOL（St. George’s Respiratory Questionnaire: SGRQ），Baseline 
Dyspnea Index（BDI）を評価行った．  
結果：吸気筋力は 106.6 ± 33.9cmH2O から 122.0 ± 40.7cmH 2O に有意に改善し(p<0.05)，
呼気筋力は 138.0 ± 53.9cmH2O から 152.0 ± 55.6 cmH2O に改善した(p<0.05)． 
6 分間歩行距離は 476.5 ± 93.6m から 503.5 ±100.3m に有意に増加した(p<0.05)． 
SGRQ は 49.0 ± 17.0 点から 45.2 ± 17.7 点に有意に改善し，BDI は 6.8 ± 2.0 点から
7.3 ± 2.0 点に有意に改善した(p<0.05)． 
結語：呼吸筋トレーニングと持久力トレーニングの併用が特発性間質性肺炎患者の呼吸
筋力と運動耐容能，呼吸困難感，健康関連 QOL を改善させた．  
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